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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体と多数のパイルを備えてなり、
前記パイルは、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の多数の飾り糸を、その飾
り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保持したモール糸からなり
、前記飾り糸が単繊維であり、
前記パイルの基部が前記基体に結合された状態でパイルが基体上に配設されてなるパイル
マットについて、飾り糸の離脱を防止する方法であって、
前記飾り糸として、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニールの単繊維を
用い、
前記パイルを、複数条の前記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさ
ることにより、その撚り合わさった部分を１本のモール糸状となしたモール状糸体からな
るものを用い、そのモール糸状の前記撚り合わさった部分において、前記飾り糸としての
単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内
方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなすものとすることに
より、
モール糸からなるパイルからの、飾り糸である単繊維の離脱を防止することを特徴とする
モール糸からなるパイルを備えたパイルマットの飾り糸離脱防止方法。
【請求項２】
　上記撚り合わさった部分が略円柱形状の１本のモール糸状をなし、その略円柱形状の外
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周面が、上記飾り糸としての単繊維の先端部により形成されている請求項１記載の方法。
【請求項３】
　外周に凹凸を有する上記単繊維の横断面形状が、外周に３以上の凸部を有するものであ
る請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　上記単繊維の横断面形状における外周部の凸部の数をｎとした場合に、前記横断面形状
の中心に対する隣り合う凸部の周方向中央部同士の間の中心角が、（１０８０／ｎ）度と
１８０度の小さい方以下で、（１８０／３ｎ）度以上である請求項３記載の方法。
【請求項５】
　上記パイルの少なくとも一部は、基部が上記基体に結合され、先端部が自由端であるパ
イルであり、
前記先端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすように密設された上記飾り糸とし
ての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものである請求項１乃至４の何れか１項に記
載の方法。
【請求項６】
　上記パイルの少なくとも一部は、その基部が基体に結合された状態でループ状をなすパ
イルである１乃至４の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　基体と多数のパイルを備えてなり、
前記パイルは、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の多数の飾り糸を、その飾
り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保持したモール糸からなり
、前記飾り糸が単繊維であり、
前記パイルの基部が前記基体に結合された状態でパイルが基体上に配設されてなるパイル
マットであって、
前記飾り糸が、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニールの単繊維であり
、
前記パイルが、複数条の前記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさ
ることにより、その撚り合わさった部分を１本のモール糸状となしたモール状糸体からな
るものであり、そのモール糸状の前記撚り合わさった部分において、前記飾り糸としての
単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内
方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなすものであることに
より、
モール糸からなるパイルからの、飾り糸である単繊維の離脱が防止されるものであること
を特徴とするパイルマット。
【請求項８】
　上記撚り合わさった部分が略円柱形状の１本のモール糸状をなし、その略円柱形状の外
周面が、上記飾り糸としての単繊維の先端部により形成されている請求項７記載のパイル
マット。
【請求項９】
　外周に凹凸を有する上記単繊維の横断面形状が、外周に３以上の凸部を有するものであ
る請求項７又は８記載のモール状糸体。
【請求項１０】
　上記単繊維の横断面形状における外周部の凸部の数をｎとした場合に、前記横断面形状
の中心に対する隣り合う凸部の周方向中央部同士の間の中心角が、（１０８０／ｎ）度と
１８０度の小さい方以下で、（１８０／３ｎ）度以上である請求項９記載のパイルマット
。
【請求項１１】
　上記パイルの少なくとも一部は、基部が上記基体に結合され、先端部が自由端であるパ
イルであり、
前記先端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすように密設された上記飾り糸とし
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ての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものである請求項７乃至１０の何れか１項に
記載のパイルマット。
【請求項１２】
　上記パイルの少なくとも一部は、その基部が基体に結合された状態でループ状をなすパ
イルである請求項７乃至１０の何れか１項に記載のパイルマット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飾り糸が単繊維であるモール糸からなるパイルを備えたパイルマットの飾り
糸離脱防止方法及びそのパイルマットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許第４９４２４３７号公報には、０．３デニールの非吸水性のポリエステルフィラメ
ントからなる単繊維を飾り糸とするモール糸を折り返した２条のモール糸が芯糸を中心と
して撚り合わさることにより形成されたモール状糸体からなる略円柱形状のパイルと、そ
の略円柱形状のパイルが多数基布上に配設されてなるパイルマットが開示されている。こ
れらの略円柱形状のパイルにおける飾り糸としてのポリエステルフィラメントからなる単
繊維は、パイルの軸線を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように密設され且つ軸線方
向に密設されてなり、パイルの略円柱形状外周面は、各単繊維の先端部により形成されて
いる。
【０００３】
　このパイルマットは、吸水性及び乾燥性に優れ、足拭き用マット等として使用されるも
のであるが、使用により、飾り糸としての単繊維がパイルから離脱して繊維くずや埃等と
なり、食品や各種製品等の汚染源ともなるおそれがある。また、洗濯により飾り糸として
の単繊維がパイルから離脱することも生じる。継続的な使用及び洗濯の繰り返しによりパ
イルからの前記単繊維の離脱が進むと、残りの単繊維は、より離脱し易くなるので、離脱
は加速度的に進行することにもなり得、使用時に離脱して汚染源となり得る単繊維が急増
することにも繋がる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４９４２４３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来技術における上記のような課題に鑑み行なわれたものであって、その目
的とするところは、モール糸からなるパイルを備えたパイルマットにおけるモール糸から
飾り糸としての単繊維が離脱して繊維くずや埃等となり、食品や各種製品等の汚染源とも
なることが防がれ、モール糸からなるパイルを備えたパイルマットの耐久性、耐洗濯性を
効果的に向上させ、そのモール糸からなるパイルを備えたパイルマットが発揮する各種機
能が継続使用や繰り返し洗濯に伴い低下することを効果的に防ぐことができるモール糸か
らなるパイルを備えたパイルマットの飾り糸離脱防止方法及びそのパイルマットを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のモール糸からなるパイルを備えたパイルマットの飾り糸離脱防止方法及びパイ
ルマットは、次のように表すことができる。
【０００７】
　(1) 基体と多数のパイルを備えてなり、
前記パイルは、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の多数の飾り糸を、その飾
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り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保持したモール糸からなり
、前記飾り糸が単繊維であり、
前記パイルの基部が前記基体に結合された状態でパイルが基体上に配設されてなるパイル
マットについて、飾り糸の離脱を防止する方法であって、
前記飾り糸として、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニールの単繊維を
用い、
前記パイルを、複数条の前記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさ
ることにより、その撚り合わさった部分を１本のモール糸状となしたモール状糸体からな
るものを用い、そのモール糸状の前記撚り合わさった部分において、前記飾り糸としての
単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内
方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなすものとすることに
より、
モール糸からなるパイルからの、飾り糸である単繊維の離脱を防止することを特徴とする
モール糸からなるパイルを備えたパイルマットの飾り糸離脱防止方法。
【０００８】
　複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさることにより、そ
の撚り合わさった部分が１本のモール糸状をなし、撚り合わさった部分において、飾り糸
としての０．０３乃至３デニールの単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状
をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設
された状態をなすものとすると共に、前記飾り糸としての０．０３乃至３デニールの単繊
維を、外周に凹凸を有する横断面形状の単繊維とする。これにより、そのモール状糸体か
らなる多数のパイルを備えたパイルマットを継続的に使用したり、そのパイルマットに対
し家庭用洗濯機による洗濯やその他の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合におい
て、そのパイルを構成するモール状糸体の前記撚り合わさった部分から飾り糸としての０
．０３乃至３デニールの単繊維が離脱することがより効果的に防止される。
【０００９】
　そのため、モール状糸体からなる多数のパイルを備えたパイルマットを使用している間
にモール状糸体から飾り糸としての０．０３乃至３デニールの単繊維が離脱して繊維くず
や埃等となり、食品や各種製品等の汚染源ともなることが防がれ、そのパイルマットの耐
久性、耐洗濯性を効果的に向上させ、そのパイルマットにおけるパイルの肌触りやクッシ
ョン性又はその他の各種機能が継続使用や繰り返し洗濯に伴い低下することをより効果的
に防ぐことができる。
【００１０】
　(2) 上記撚り合わさった部分が略円柱形状の１本のモール糸状をなし、その略円柱形状
の外周面が、上記飾り糸としての単繊維の先端部により形成されている上記(1)記載の方
法。
【００１１】
　(3) 外周に凹凸を有する上記単繊維の横断面形状が、外周に３以上の凸部を有するもの
である上記(1)又は(2)記載の方法。
【００１２】
　この場合、モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他
の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸と
しての単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００１３】
　(4) 上記単繊維の横断面形状における外周部の凸部の数をｎとした場合に、前記横断面
形状の中心に対する隣り合う凸部の周方向中央部同士の間の中心角が、（１０８０／ｎ）
度と１８０度の小さい方以下で、（１８０／３ｎ）度以上である上記(3)記載の方法。
【００１４】
　この場合、モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他
の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸と
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しての単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００１５】
　(5) 上記パイルの少なくとも一部は、基部が上記基体に結合され、先端部が自由端であ
るパイルであり、
前記先端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすように密設された上記飾り糸とし
ての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものである上記(1)乃至(4)の何れか１項に記
載の方法。
【００１６】
　(6) 上記パイルの少なくとも一部は、その基部が基体に結合された状態でループ状をな
すパイルである上記(1)乃至(4)の何れか１項に記載の方法。
【００１７】
　(7) 基体と多数のパイルを備えてなり、
前記パイルは、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の多数の飾り糸を、その飾
り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保持したモール糸からなり
、前記飾り糸が単繊維であり、
前記パイルの基部が前記基体に結合された状態でパイルが基体上に配設されてなるパイル
マットであって、
前記飾り糸が、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニールの単繊維であり
、
前記パイルが、複数条の前記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさ
ることにより、その撚り合わさった部分を１本のモール糸状となしたモール状糸体からな
るものであり、そのモール糸状の前記撚り合わさった部分において、前記飾り糸としての
単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内
方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなすものであることに
より、
モール糸からなるパイルからの、飾り糸である単繊維の離脱が防止されるものであること
を特徴とするパイルマット。
【００１８】
　複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさることにより、そ
の撚り合わさった部分が１本のモール糸状をなし、撚り合わさった部分において、飾り糸
としての０．０３乃至３デニールの単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状
をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設
された状態をなすものとすると共に、前記飾り糸としての０．０３乃至３デニールの単繊
維を、外周に凹凸を有する横断面形状の単繊維とする。これにより、そのモール状糸体か
らなる多数のパイルを備えたパイルマットを継続的に使用したり、そのパイルマットに対
し家庭用洗濯機による洗濯やその他の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合におい
て、そのパイルを構成するモール状糸体の前記撚り合わさった部分から飾り糸としての０
．０３乃至３デニールの単繊維が離脱することがより効果的に防止される。
【００１９】
　そのため、モール状糸体からなる多数のパイルを備えたパイルマットを使用している間
にモール状糸体から飾り糸としての０．０３乃至３デニールの単繊維が離脱して繊維くず
や埃等となり、食品や各種製品等の汚染源ともなることが防がれ、そのパイルマットの耐
久性、耐洗濯性を効果的に向上させ、そのパイルマットにおけるパイルの肌触りやクッシ
ョン性又はその他の各種機能が継続使用や繰り返し洗濯に伴い低下することをより効果的
に防ぐことができる。
【００２０】
　(8) 上記撚り合わさった部分が略円柱形状の１本のモール糸状をなし、その略円柱形状
の外周面が、上記飾り糸としての単繊維の先端部により形成されている上記(7)記載のパ
イルマット。
【００２１】
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　(9) 外周に凹凸を有する上記単繊維の横断面形状が、外周に３以上の凸部を有するもの
である上記(7)又は(8)記載のパイルマット。
【００２２】
　この場合、モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他
の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸と
しての単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００２３】
　(10) 上記単繊維の横断面形状における外周部の凸部の数をｎとした場合に、前記横断
面形状の中心に対する隣り合う凸部の周方向中央部同士の間の中心角が、（１０８０／ｎ
）度と１８０度の小さい方以下で、（１８０／３ｎ）度以上である上記(9)記載のパイル
マット。
【００２４】
　この場合、モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他
の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸と
しての単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００２５】
　(11) 上記パイルの少なくとも一部は、基部が上記基体に結合され、先端部が自由端で
あるパイルであり、
前記先端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすように密設された上記飾り糸とし
ての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものである上記(7)乃至(10)の何れか１項に
記載のパイルマット。
【００２６】
　(12) 上記パイルの少なくとも一部は、その基部が基体に結合された状態でループ状を
なすパイルである上記(7)乃至(10)の何れか１項に記載のパイルマット。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明のモール糸からなるパイルを備えたパイルマットの飾り糸離脱防止方法及びパイ
ルマットによれば、モール状糸体又はそれを有する物品を様々な用途に継続的に使用した
り、モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他の洗濯又
はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸としての０
．０３乃至３デニールの単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００２８】
　そのため、パイルマットを使用している間にモール状糸体から飾り糸としての０．０３
乃至３デニールの単繊維が離脱して繊維くずや埃等となり、食品や各種製品等の汚染源と
もなることが防がれ、パイルマットの耐久性、耐洗濯性を効果的に向上させ、そのパイル
マットにおけるパイルの肌触りやクッション性又はその他の各種機能が継続使用や繰り返
し洗濯に伴い低下することを効果的に防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】模式的正面図である。
【図２】パイルの模式的拡大横断面図である。
【図３】モール糸によりパイルを形成する工程の一部を示す模式図である。
【図４】飾り糸としての単繊維の横断面形状を示す模式図である。
【図５】他の飾り糸としての単繊維の横断面形状を示す模式図である。
【図６】他の飾り糸としての単繊維の横断面形状を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　[1] 本発明の実施の形態
【００３１】
　本発明の実施の形態を、図面を参照しつつ説明する。
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【００３２】
　図面は、何れも本発明のパイルマットの実施の形態の一例としての吸水パイルマットに
ついてのものである。
【００３３】
　(1) この吸水パイルマットＡは、吸水性を有する基布Ｓ（基体）と多数の略円柱形状の
パイルＰ（モール状糸体）を備えてなり、前記各パイルＰの基部（図１における下端部）
が基布Ｓに結合された状態で、前記多数のパイルＰが基布Ｓ上に配設されているものであ
る。
【００３４】
　(2) この吸水パイルマットＡにおける多数のパイルＰは、１デニールのポリエステル繊
維の単繊維Ｆを飾り糸とし、２本の５０デニールのポリエステル繊維のモノフィラメント
糸を芯糸として用いた強撚（５００Ｔ／ｍ）のモール糸Ｍにより、次のように形成するこ
とができる。
【００３５】
　すなわち、前記強撚モール糸Ｍを張力がかかった状態で吸水性を有する基布Ｓ（基体）
の裏側から表側（図３における上側）へ貫通させることにより、基布Ｓの表側において強
撚モール糸Ｍを二つ折り状に突出させ、突出した強撚モール糸Ｍの先端部である折り返し
部に対し、突出の向きに引張力を作用させ、二つ折り状に突出した強撚モール糸Ｍの張力
を維持した後、その引張力を解除することにより、強撚モール糸Ｍが自ら撚り合わさって
１本のパイル状のモール状糸体となる。これを熱処理することにより、撚り合わさった状
態の強撚モール糸Ｍが更に強く自ら撚り合わさり、芯糸Ｃを中心として略円柱形状をなし
、パイルＰの先端部Ｐａが放射状の単繊維Ｆの先端部により略凸曲面形状をなす多数のパ
イルＰを形成することができる。
【００３６】
　(3) 飾り糸としての単繊維Ｆの横断面形状は、図４に示すように、短軸と長軸の比が２
：５程度の略楕円形状の外周部に、底辺が短軸の半分程度で高さが短軸の３分の１程度の
略三角形状の葉状の突起部Ｆａをほぼ等間隔に有する扁平多葉形状である。他の飾り糸と
しての単繊維の横断面形状の例として、図５に示すように円形の外周部に周方向等間隔お
きに略三角形状の一定の突起部が形成された形状、図６に示すように円形の外周部に周方
向等間隔おきに略方形状の一定の突起部が形成された形状を挙げることができるがこれに
限るものではない。
【００３７】
　(4) 基部が基布Ｓに結合された各パイルＰは、基部から先端部に至るまで略円柱形状（
模式図である図１に示すように直立することを要するものではなく、一般的にある程度屈
曲し易い。）をなし、その軸線に沿う疎水性繊維（吸水性に乏しい繊維）のモノフィラメ
ント糸からなる芯糸Ｃにより、１デニールの極めて細い多数のポリエステル繊維のフィラ
メントからなる単繊維Ｆ（２０℃相対湿度６５％において吸水率が５％以下の疎水性繊維
［吸水性に乏しい繊維］。以下同じ。）が、パイルＰの軸線を中心としてほぼ径方向に放
射状をなすように密設され且つ軸線方向に密設された状態で保持されてなり、パイルＰの
略円柱形状外周面は単繊維Ｆの先端部により形成されている。なお、飾り糸としての単繊
維Ｆの長さは約６ｍｍである。
【００３８】
　(5) この吸水パイルマットＡを継続的に使用したり、家庭用洗濯機による洗濯やその他
の洗濯又はクリーニングを繰り返し施した場合において、そのパイルＰ（モール状糸体）
から飾り糸としての１デニールの単繊維が離脱することが効果的に防止される。
【００３９】
　(6) パイルＰの先端部Ｐａは、芯糸Ｃにより保持されて放射状をなすよう密設された多
数の１デニールのポリエステル繊維の単繊維Ｆにより形成されて略凸曲面形状をなし、そ
の略凸曲面は、それらの単繊維Ｆの先端部により形成されている。
【００４０】
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　(7) パイルＰの軸線に沿う芯糸Ｃは、２本の５０デニールのポリエステル繊維のモノフ
ィラメント糸（２０℃相対湿度６５％において吸水率が５％以下の疎水性繊維。以下同じ
。）が２組撚り合わさっている。
【００４１】
　(8) このパイルＰの先端部Ｐａにおいては、三次元的に内方（例えば上向きに凸の略半
球であればその略半球の底面中央部）に向かって前記極細疎水性単繊維Ｆの密度が高くな
って毛管現象により強い吸水力が作用し、先端部Ｐａ以外の略円柱形状部分においては径
方向内方に向かって極細疎水性単繊維Ｆの密度が高くなって毛管現象により強い吸水力が
作用する。そのため、各パイルＰは、比較的多量の水を径方向内方に向かって迅速に吸水
し得る。
【００４２】
　逆に、吸水したパイルＰの先端部Ｐａの略凸曲面状外周部やパイルＰの略円柱形状外周
部は、毛管現象により、水分含有率が低い状態となる。而も、パイルＰの先端部Ｐａの略
凸曲面状外周部やパイルＰの略円柱形状外周面部は、疎水性繊維の単繊維Ｆの先端部によ
り形成されているので、繊維が占める面積が比較的小さく、且つ、繊維自体が非湿潤状態
を維持する。
【００４３】
　更に、各パイルＰは、その軸線に沿う、疎水性繊維のモノフィラメント糸からなる芯糸
Ｃを有するので、各パイルＰにおいて、毛管現象により先端部Ｐａの内方や径方向内方に
吸収された水分は、芯糸Ｃに沿って、吸水性を有する基布Ｓへ効率的に導かれる。
【００４４】
　そのため、各パイルＰの先端部Ｐａの内方や各パイルＰの径方向内方に吸収された水分
がパイルＰの径方向中央部に滞留することが防がれると共に、パイルＰの先端部Ｐａの略
凸曲面状外周部から内方へ又はパイルＰの略円柱形状外周面部から径方向内方への更なる
吸水を妨げることや、パイルＰの先端部Ｐａの略凸曲面状外周部やパイルＰの略円柱形状
外周面部にべとつき感が生じることが防がれる。
【００４５】
　(9) なお、図１乃至図６は、何れも説明のための模式図であり、実物を示したものでは
ない。
【００４６】
　(10) 試験例
【００４７】
　飾り糸としての単繊維が、横断面形状がほぼ円形である１デニールのポリエステル繊維
であること以外は、上記の例の吸水パイルマットＡ（縦４５０ｍｍ、横６００ｍｍのパイ
ルマット、パイルＰの長さは約２２ｍｍ、パイルＰの本数は約３０００本、パイルＰ１本
当りの単繊維Ｆの本数は約９０，０００本）と同じである比較吸水パイルマットについて
、それぞれ、洗濯試験（JIS L 0217 103法 吊干し １０回繰り返し）を行なったところ、
飾り糸としての単繊維の脱毛率は、比較吸水パイルマットにおいて０．０７５％であるの
に対し、吸水パイルマットＡでは０．０５１％と３割以上改善され、脱毛する単繊維Ｆの
本数は約１２万本低減された。
【００４８】
　[2] 上記以外の形態を含めた本発明の実施の形態
【００４９】
　本発明の実施の形態を、上記以外の形態を含めて更に説明する。
【００５０】
　本発明におけるモール状糸体は、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニ
ールの単繊維を飾り糸として芯糸に対し保持し、前記飾り糸としての単繊維が、前記芯糸
を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高密
度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなし、前記飾り糸としての単繊維の離脱が
防止されるものである。
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【００５１】
　また本発明におけるモール状糸体は、飾り糸が外周に凹凸を有する横断面形状の０．０
３乃至３デニールの単繊維である複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心とし
て撚り合わさることにより、その撚り合わさった部分が１本のモール糸状をなし、前記撚
り合わさった部分において、前記飾り糸としての単繊維が、前記芯糸を中心としてほぼ径
方向に放射状をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高密度状態となり且つ軸
線方向に密設された状態をなし、前記飾り糸としての単繊維の離脱が防止されるものとす
ることができる。
【００５２】
　本発明のパイルマットは、基体とパイルを備えてなるパイルマットであって、前記パイ
ルは、モール状糸体からなり、そのパイルの基部は基体に結合された状態で基体上に配設
されてなるものである。
【００５３】
　(1) 本発明におけるモール状糸体は、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の
多数の飾り糸を、その飾り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保
持したものである。
【００５４】
　(1-1) 芯糸に保持される多数の飾り糸、すなわち飾り糸としての単繊維は、互いに撚り
合わさっていない状態で、その中間部において芯糸に保持されている。すなわち、多数の
飾り糸としての単繊維が、撚により集束されていない状態で芯糸に保持されている。それ
らの飾り糸は、芯糸に保持されている部分以外は基本的に互いに独立性があることが望ま
しい。飾り糸のうち芯糸に保持される中間部は、飾り糸の長さ方向の一定位置であること
、特に中央位置であることが望ましい。
【００５５】
　(1-2) 飾り糸が芯糸に対し横方向状をなすというのは、芯糸に保持された飾り糸の長さ
方向が、芯糸の長さ方向に対し６０乃至９０度程度の角度をなす状態、好ましくは７０乃
至９０度、より好ましくは８０乃至９０度若しくは８５乃至９０度の角度をなす状態を意
味する。
【００５６】
　(1-3) 芯糸に対する飾り糸の保持としては、例えば、複数本の芯糸同士の間（例えば、
相互に撚り状態にある複数本の芯糸同士の間）に挟み込む力による保持、１又は好ましく
は２本以上の芯糸に対する接着又は融着等の固着物質の固着力による保持、又は、両者の
併用（複数本の芯糸同士の間に挟み込む力と、固着物質の固着力による保持の併用）が可
能である。
【００５７】
　固着物質の固着力による保持を行う場合においては、例えば芯糸として熱融着糸を用い
、熱処理により芯糸を融着することができる。
【００５８】
　(1-4) 多数の飾り糸は、芯糸の長さ方向において満遍なく又は間隔おきに保持されたも
のとすることができる。間隔おきの保持としては、多数の飾り糸からなる飾り糸群が芯糸
の長さ方向において一定間隔おきに又は可変間隔おきに保持された場合を挙げることがで
きる。相互に撚り状態にある複数本の芯糸同士の間に飾り糸を保持する場合は、例えば、
その撚り数に応じた一定間隔おきに飾り糸が保持されたものとすることができる。
【００５９】
　(1-5) 飾り糸としての単繊維の繊度は、好ましくは０．０３乃至２デニール、より好ま
しくは０．０３乃至１．５デニールであり、１．２デニール以下、１デニール以下、又は
０．８デニール以下とすることもできる。
【００６０】
　(1-6) 飾り糸としての単繊維の長さは、例えば３乃至３０ｍｍとすることができるがこ
れに限るものではない。また、飾り糸としての単繊維の長さは一定であることが望ましい
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がこれに限るものではない。
【００６１】
　(1-7) 飾り糸としての単繊維は、例えば、ポリエステル系繊維、ポリプロピレン系繊維
、ポリエチレン系繊維、ポリアミド系繊維等のフィラメントからなるものとすることがで
きるが、これに限るものではない。
【００６２】
　(1-8) 芯糸としては、例えば、１０乃至３００デニールのモノフィラメント糸、紡績糸
、又はマルチフィラメント撚糸を挙げることができるが、これに限るものではない。前記
熱融着糸を用いることもできる。芯糸の素材としては、例えば、ポリエステル系繊維、ポ
リプロピレン系繊維、ポリエチレン系繊維、ポリアミド系繊維を挙げることができるが、
これに限るものではない。
【００６３】
　(1-9) モール状糸体における飾り糸は、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至
３デニールの単繊維である。
【００６４】
　飾り糸としての単繊維の横断面形状は、外周に凹凸（すなわち凹部と凸部）を有する横
断面形状である。
【００６５】
　好ましい態様としては、外周に３以上の凸部を有するものを挙げることができる。その
場合、単繊維の横断面形状の外周における凸部同士の間に１以上の凹部が存在するものと
することができる。
【００６６】
　単繊維の横断面形状は、任意の横断面において実質上同一であるものとすることができ
るが、必ずしもこれに限るものではない。
【００６７】
　単繊維の横断面形状の外周における凸部の突出寸法は、例えば、その横断面の外接円の
直径の３％以上５０％以下とすることができる。好ましくは、５乃至１０％以上５０％以
下である。
【００６８】
　飾り糸としての単繊維の横断面形状の具体的な例としては、中心点から３以上（好まし
くは４若しくは５以上）の方向（例えば等中心角毎の３以上の方向）に突起する形状、正
多角形等の所定の多角形からその各辺を底辺とする略二等辺三角形等の略三角形状の突起
が形成された形状、円形・楕円形若しくは略楕円形（例えば短軸と長軸の比が１：５乃至
３：５程度の比較的細長い楕円形）・長方形（例えば縦横の比が１：５乃至３：５程度の
比較的細長い長方形）・正多角形等の所定の多角形の外周部に周方向間隔おき（例えば等
間隔おき又は等中心角毎）に例えば略三角形状・略方形状・略台形状等の一定の又は複数
種若しくは多様な突起部が３以上（好ましくは４若しくは５以上）形成された形状を挙げ
ることができ、いわゆる星形や扁平多葉形状も含まれる。これらの場合、突起部同士の間
の部分を凹部とすることができる。
【００６９】
　単繊維の横断面形状における外周部の凸部の数をｎとした場合に、前記横断面形状の中
心に対する隣り合う凸部の周方向中央部同士の間の中心角が、（１０８０／ｎ）度と１８
０度の小さい方以下で、（１８０／３ｎ）度以上であるものとすることができる。
【００７０】
　また、前記横断面形状における隣り合う凸部同士の中心角は、
（９００／ｎ）度と１５０度の小さい方以下で（１８０／２ｎ）度以上、
（７２０／ｎ）度と１２０度の小さい方以下で（１２０／ｎ）度以上、
或いは、
（５４０／ｎ）度と９０度の小さい方以下で（１８０／ｎ）度以上とすることができる。
【００７１】
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　(1-10) モール状糸体においては、飾り糸としての単繊維が、０．０３乃至３デニール
で外周に凹凸を有する横断面形状の単繊維であり、而も、芯糸を中心としてほぼ径方向に
放射状をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向
に密設された状態をなす。
【００７２】
　そのため、前記飾り糸としての単繊維は、モール状糸体からの離脱が効果的に防止され
る。
【００７３】
　(1-11)モール状糸体は、略円柱形状をなし、その略円柱形状の外周面が、上記飾り糸と
しての単繊維の先端部（すなわち、芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周
方向に密設された単繊維の先端部）により形成されているものとすることができる。
【００７４】
　この場合、飾り糸としての単繊維の長さは一定であることが望ましい。また、飾り糸の
うち芯糸に保持される中間部は、飾り糸の長さ方向の一定位置、特に中央位置であること
が望ましい。
【００７５】
　(2) 本発明におけるモール状糸体は、複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中
心として撚り合わさることにより、その撚り合わさった部分が１本のモール糸状をなすも
のとすることができる。
【００７６】
　(2-1) この場合のモール糸は、芯糸に対し、互いに撚り合わさっていない状態の多数の
飾り糸を、その飾り糸の中間部において、前記芯糸に対し横方向状をなすように保持した
モール糸であって、前記飾り糸が、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニ
ールの単繊維であるものからなるものである。このモール糸における飾り糸及び芯糸に関
する事項は、「[2] 上記以外の形態を含めた本発明の実施の形態」における、(1-1)乃至(
1-9)に記載の事項と同様である。
【００７７】
　(2-2) 複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさることによ
り、その撚り合わさった部分が１本のモール糸状をなす態様としては、例えば、前記モー
ル糸が折り返されて複数条に形成された部分および／または個別の複数条の前記モール糸
が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさることにより、或いは、そのように撚
り合わさったものが折り返されて複数条に形成された部分および／または個別の複数条の
前記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさることによりその撚り合
わさった部分が１本のモール糸状をなす態様を挙げることができる。
【００７８】
　上記モール糸が折り返された２条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚
り合わさった場合、その撚り合わさった部分が、折り返された箇所を自由端とする１本の
モール糸状をなし、前記自由端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすように密設
された上記飾り糸としての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものとすることができ
る。
【００７９】
　(2-3) モール状糸体、特に複数条の上記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心とし
て撚り合わさって１本のモール糸状をなす部分、においては、飾り糸としての単繊維が、
０．０３乃至３デニールで外周に凹凸を有する横断面形状の単繊維であり、而も、前記芯
糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周方向に密設されて内方に向かうほど高
密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をなす。
　
　そのため、前記飾り糸としての単繊維は、モール状糸体からの離脱がより効果的に防止
される。
【００８０】
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　(2-4) 複数条の上記モール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わさって１
本のモール糸状をなす部分は、略円柱形状をなし、その略円柱形状の外周面が、上記飾り
糸としての単繊維の先端部（すなわち、芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすよう
に周方向に密設された単繊維の先端部）により形成されているものとすることができる。
【００８１】
　この場合、複数条の前記モール糸における飾り糸としての単繊維の長さは一定であるこ
とが望ましい。また、飾り糸のうち芯糸に保持される中間部は、飾り糸の長さ方向の一定
位置、特に中央位置であることが望ましい。
【００８２】
　(3) 上記モール状糸体における飾り糸としての単繊維が吸水性に乏しいものとすること
により、毛管現象により内方に向かう吸水力が作用するものとすることができる。好まし
くは、モール状糸体（複数条のモール糸が、各条のモール糸の芯糸を中心として撚り合わ
さることにより、１本のモール糸状をなす部分を含む）が略円柱形状をなし、その略円柱
形状の外周面が、飾り糸としての単繊維の先端部により形成されている場合である。
【００８３】
　(3-1) 飾り糸としての単繊維が、芯糸を中心としてほぼ径方向に放射状をなすように周
方向に密設されて内方に向かうほど高密度状態となり且つ軸線方向に密設された状態をな
し、前記単繊維は、外周に凹凸を有する横断面形状の０．０３乃至３デニールの吸水性に
乏しい単繊維であるため、毛管現象により、その内方に向かって強い吸水力が作用し、比
較的多量の水を内方に向かって迅速に吸水し得る。
【００８４】
　このように吸水したモール状糸体の外周部は、毛管現象により、水分含有率が低い状態
となり、而も、同外周面部は、吸水性に乏しい単繊維の先端部により形成されているので
、繊維が占める面積が比較的小さく、且つ繊維自体が非湿潤状態を維持する。そのため、
水分を吸収した状態の前記外周面部は比較的乾燥した状態を維持し易く、べとつき感が生
じにくい。
【００８５】
　モール状糸体又はそれを有する物品に対し家庭用洗濯機による洗濯やその他の洗濯又は
クリーニングを繰り返し施した場合において、そのモール状糸体から飾り糸としての吸水
性に乏しい０．０３乃至３デニールの単繊維が離脱することが効果的に防止されるので、
モール状糸体において作用する、毛管現象により内方に向かう吸水効果の低下や、水分と
共に汚れを吸収する場合における清掃効果の低下等を効果的に防ぐことができる。
【００８６】
　(3-2) 吸水性に乏しい単繊維の吸水率としては、２０℃相対湿度６５％において、例え
ば３％以下とすることができる。好ましくは、２０℃相対湿度６５％において２％以下、
より好ましくは１％以下である。そのような単繊維としては、例えば、ポリエステル系繊
維、ポリプロピレン系繊維、ポリエチレン系繊維、ポリアミド系繊維等のフィラメントか
らなるものとすることができ、必要に応じ、全単繊維又は一部の単繊維の全体又は部分に
各種界面活性剤等により親水化処理を施すこともできる。
【００８７】
　(3-3) 単繊維の繊度は、好ましくは０．０３乃至２デニール、より好ましくは０．０３
乃至１．５デニールであり、１．２デニール以下、１デニール以下、又は０．８デニール
以下とすることもできる。
【００８８】
　(3-4) この場合の飾り糸としての単繊維は、前記撚り合わさった部分の軸線方向長１ｃ
ｍ当り、例えば１万乃至２５万本程度（単繊維の繊度の大小に応じ、本数は、それぞれ少
な目及び多目とすることができる。単繊維が０．７デニールの場合、撚り合わさった部分
の軸線方向長１ｃｍ当り、例えば５万本程度。）が、その撚り合わさった部分の軸線を中
心としてほぼ径方向に放射状をなすように密設され且つ軸線方向に密設されたものとする
ことができる。
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　(4) 本発明のパイルマットにおけるパイルは、モール状糸体からなり、そのパイルの基
部が基体に結合された状態で基体上に配設されたものである。
【００９０】
　本発明のパイルマットは、モール状糸体からなるパイルを多数備えるものとすることが
でき、それらのパイルは、全て同種のものとすることができる他、複数種のパイルを組み
合わせることもできる。
【００９１】
　(4-1) 本発明のパイルマットにおけるパイルの一例としては、基部が基体に結合され、
先端部が自由端であるパイルであり、前記先端部が、芯糸の先端部からほぼ放射状をなす
ように密設された飾り糸としての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものを挙げるこ
とができる。
【００９２】
　このようなパイルは、モール糸が折り返された２条のモール糸が、各条のモール糸の芯
糸を中心として撚り合わさり、その撚り合わさった部分が、折り返された箇所を先端端と
する１本のモール糸状をなし、前記先端部は、上記芯糸の先端部からほぼ放射状をなすよ
うに密設された上記飾り糸としての単繊維の先端部により略凸曲面状をなすものとするこ
とができる。
【００９３】
　(4-2) 本発明のパイルマットにおけるパイルの他の例としては、基部が基体に結合され
た状態でループ状をなすパイルを挙げることができる。
【００９４】
　(5) 本発明のパイルマットにおける基体は、織布、不織布等の基布とするのが一般的で
あるが、必ずしもこれに限らない。
【符号の説明】
【００９５】
Ａ　　パイルマット
Ｃ　　芯糸
Ｆ　　単繊維
Ｆａ　突起部
Ｍ　　モール糸
Ｐ　　パイル
Ｐａ　先端部
Ｒ　　ループ部
Ｓ　　基布
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